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https://www.discovermuranotakara.com/sentei/（外部リンク）

全国的に優良な事例として選定された取組については、官邸での表彰式で
首相から選定証の授与を行うとともに、特設Webサイトや事例集などを通じ
て、全国に広く発信をしていきます。
新潟で農山漁村の活性化等に取り組まれている皆さん、特設Webサイト

（ページ下部のURLまたはQRコード）からふるってご応募ください。

エントリー募集中‼

農林水産省では、「強い農林水産業」、「美しく活力ある農山漁村」の実
現を推進しています。「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」は、農山漁村
の有するポテンシャルを引き出して地域の活性化や所得向上に取り組んでい
る優良な事例を選定・発信し、他地域への波及を図る取組です。

●直近２回で新潟県から全国選定された事例

第９回 NPO法人越後妻有里山協働機構【特別賞：スポーツ連携賞】
（かわら版２月号で紹介しました！）

第８回 株式会社白銀カルチャー、月影の郷運営委員会

※各団体の取組は特設Webサイト（以下のURLまたはQRコードで紹介されて
いますので、ぜひご覧ください！

https://www.discovermuranotakara.com/sentei/
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化学肥料や化学合成農薬を使用しないことなど、「有機農産物の日本農林規
格 （有機JAS規格）」に定められた基準に従って作られています。
たい肥等を活用した細やかな土壌管理、除草剤を用いない除草作業や、薬に

頼らない工夫を凝らした病害虫対策など、農家さんが通常の栽培より手間暇か
けて作っています。

化学肥料・農薬を使用しないため、生物
多様性の保全に貢献し、使用した場合と

比較して温室効果ガスの排出量も少なく、
地球温暖化防止にもなっています。

それだけでなく、取扱事業者からも品質
がいいため取扱量を増やしたいと評価を

受けています。

有 機 農 産 物ってどんなもの？

● 国産有機食品の取扱業者への調査

出展：令和３年度 食料・農林水産業・農山漁村に関する意識・意向調査 有機農業等
の取組に関する意識・意向調査結果

今後の国産有機食品の取り扱い意向 取り扱い量を増やしたい理由（複数回答）

スーパーや直売所、インターネット通販で購入できます。
日頃から購入されている方の多くはスーパーで購入されてお
り、近年、有機農産物が身近で買えるようになってきました。

● 有機食品の購入先

出展：農業環境対策課「有機食品の市場規模及び有機農業取組
面積の推計手法プロジェクト」（令和４年11月）

https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/yuuki/supporters/suppoters_top.html

週に１回以上有機食品を利用する20歳以上の一般消費者
が対象（回答数：2,820人）

化学肥料や化学合成農薬を使用せず、農家さんが
手間暇かけて作っています！

スーパーや直売所など、身近なとこ
ろでも購入できます！

地球に優しく、品質も◎！

～皆さんも有機農産物が食卓に並ぶ
食生活を始めてみませんか？～

農林水産省としても、「国産有機サポーターズ」を立ち上げ、小売業者・飲食サービス事業者
と連携して、国産有機食品の需要喚起に取り組んでいます。

https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/yuuki/supporters/suppoters_top.html
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https://www.maff.go.jp/j/chikusan/sinko/lin/l_siryo/inawara.html

近年、輸入稲わらが高騰しており、国産稲わらのニーズが高まっています。
農林水産省では、稲わらの自給率を令和12年度に100％にすることを目標

としていますが、昨年は需要量に対し約6,000トン不足しました。

飼料用稲わらに関する情報は以下のURLまたは右のQRコードからご覧ください。

◎ 輸入稲わらの価格 ◎ 飼料用稲わらの自給率

①堆肥の供給を受けられる

②副収入のチャンス！

稲わらを畜産農家に提供するメリット

稲作農家の皆様へ

農林水産省では、稲作農家の皆様と稲わらを必要としている方（畜産農家、
稲わら収集業者）とのマッチングをお手伝いしています。稲わらの提供先を
探している方は、お気軽にお問い合わせください。

※ 県内でのマッチングについては、県庁でも相談を受け付けています。

新潟県農林水産部畜産課 電話番号：025ー２８０ー５３０９

稲わらを提供することにより、畜産農家との関係が生まれ、
堆肥の供給を受けやすくなります。
堆肥を使用することでコスト削減になります。

畜産農家や稲わら収集業者との契約内容によっては、副収
入が得られるチャンスがあります。

https://www.maff.go.jp/j/chikusan/sinko/lin/l_siryo/inawara.html


皆さんこんにちは。新潟県拠点の齊藤です。
先日、上越市への出張で、「日本一小さな牛乳屋」と言われ

ている「三和牛乳」さんにおじゃましてきました。夫婦２人で
牛３頭を大切に飼育しており、牛乳を試飲（もちろん購入し
て）させていただきましたが、濃厚でとてもおいしかったです。
興味がある方はぜひ行ってみてください！
今月も最後まで読んでいただきありがとうございました。

北陸農政局新潟県拠点地方参事官室
〒９５１－８０３５ 新潟市中央区船場町２－３４３５－１
ＴＥＬ ０２５－２２８－５２１６
ホームページ https://www.maff.go.jp/hokuriku/nousei/niigata.html

北陸農政局新潟県拠点では、「現場と農政を結ぶ」業務を通じて、地域の皆様
にタイムリーに農政に関する情報をお伝えするとともに、農業現場の抱える課題
や農政に対する意見をきめ細かに汲み上げ、各種施策につなげていくこととして
います。
地域の農業者（地域の担い手や若手農業者、女性農業者など）の方の集まり等

で、「農業施策の〇〇について聞きたい。」といったご要望がございましたら、
直接伺ってご説明いたします。
ご遠慮なく、お気軽に下記へご連絡ください。

お問い合わせ

＜編集後記＞

https://www.maff.go.jp/hokuriku/news/press/230622.html

お申込み・詳細は以下のURL又は右のQRコードから確認ください。

令和5年7月24日（月曜日）、石川県金沢市で「食料・農業・農村政策審議会
基本法検証部会 地方意見交換会」(北陸ブロック）を開催し、地域の関係者を招
き、食料・農業・農村基本法の検証・見直しに関する意見交換を行います。
基本法の検証・見直しに関する「中間取りまとめ」の説明と、関係者との意見

交換が行われますので、興味のある方はぜひ聴いてみてください。
新潟県拠点としても、県内の皆さんに基本法の検証・見直しに少しでも関心を

持っていただきたいと思い、検討状況の説明や意見交換を実施しています。お話
させていただける機会があれば、お気軽にお声かけください。

申込締切：令和5年7月18日（火曜日）12時00分

日時：令和5年7月24日（月曜日） 13時30分～15時30分
場所：金沢広坂合同庁舎（石川県金沢市広坂2丁目2番60号）

（ ※オンライン傍聴が可能です）
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https://www.maff.go.jp/hokuriku/nousei/niigata.html
https://www.maff.go.jp/hokuriku/news/press/230622.html

